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研究成果の概要（和文）：タンパク質が細胞内でどのように合成され、その後、立体構造を形成（フォールディ
ング）するのかは重要な問題である。本研究では、従来十分に研究されてこなかった翻訳に共役したフォールデ
ィング研究を新規の方法の開発（真核生物の再構築型無細胞翻訳系）も含めて推進した。その結果、1000種類以
上の遺伝子の翻訳時の80%以上で翻訳伸長が一時停止すること、負電荷アミノ酸の連続配列の翻訳時に終止コド
ンに依らない翻訳途中終了（新生鎖依存リボソーム不安定化）が起こることなどを発見した。また、ヒトや出芽
酵母因子由来の再構築型無細胞翻訳系を確立し、さまざまな翻訳動態を調べた。

研究成果の概要（英文）：How proteins are synthesized in the cell and then fold to a conformation are
 important problems. In this study, we have promoted folding studies that are coupled to 
translation, which have not previously been studied in detail, and also developed novel methods such
 as a cell-free translation system reconstituted from eukaryotic factors. We found that the 
translation elongation was frequently (~80% of tested genes) paused from the analysis for more than 
1000 genes. We found novel noncanonical translation dynamics: intrinsic ribosome destabilization, 
which terminates the elongation in a stop codon independent manner.  We also established a 
reconstructed cell-free translation system derived from human and Saccharomyces cerevisiae factors 
and investigated various translational dynamics.

研究分野：蛋白質科学

キーワード： 翻訳　リボソーム　シャペロン　フォールディング　新生ポリペプチド鎖　無細胞翻訳系

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、翻訳に共役したフォールディングに関してバクテリアのみならず真核生物由来のタンパク質まで
解析できた意義は大きい。特に、真核生物に多い天然変性タンパク質とフォールディングの関係に新たな知見を
加えた。本研究の途中で当初予想せずに発見した新生鎖依存リボソーム不安定化による翻訳途中終了は単なる非
典型的な翻訳現象に留まらず、新たなる翻訳レベルでの遺伝情報発現機構として学術的な意義が大きく今後も発
展が期待できる。ヒトや出芽酵母因子由来の再構築型無細胞翻訳系は世界中の関連研究者に待ち望まれていた実
験系である。創薬研究の新たなツールとしても有効であり、社会的な意義も大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 生命活動はタンパク質の機能に依存している。多くの生物のゲノムが全て解読され、構造生物

学が劇的に発展したことにより、タンパク質の種類の全貌や完成形である立体構造の多くが明

らかとなってきた。では、タンパク質のフォールディング研究はどうであろうか？ 半世紀以上

の努力から多くの知見が得られてきたとは言え、基本的にはフォールディングしやすい「理想」

的な挙動を示す一部のタンパク質の研究だけに終始してきたと言っても過言ではない。また、通

常の古典的なフォールディング研究では、既に完成したタンパク質を変性させた後にフォール

ディングさせており（図 1）、細胞内のようにリボソームにて N 末端から合成されてくる新生ポ

リペプチド鎖（新生鎖）のフォールディングを反映していない。つまり、リボソームから出現す

る新生鎖がどのようにフォールディングするかほとんど調べられていないと言える。 

 以上をまとめると、これまでのフォールディング研究では、翻訳に共役したフォールディング

を大規模に行うという視点が欠けていたと言ってよい。このような背景の下、私たちは翻訳に共

役したフォールディング研究をプロテオーム規模で既に開始している。 

 具体的には、大腸菌全タンパク質（〜4200 種類）を再構築型の無細胞翻訳系（PUREシステム）

で個別に合成し、結果として 3200 種類弱のタンパク質の可溶性を定量した（Niwa et al, PNAS 

2009）。この解析によって、大腸菌タンパク質の約３割は非常に凝集しやすいことがわかった。

この研究に引き続き、800 種類におよぶ凝集性のタンパク質がどのシャペロンによって可溶性に

なるのかについても解析した（Niwa et al, PNAS 2012）。 

 このような試験管内での翻訳に共役したフォールディング研究の延長上に細胞内でのフォー

ルディングの問題がある。細胞内でのフォールディングにはシャペロンが必要なことがわかっ

ているが、その分子機構は未解明である。私たちは、プロテオミクスと遺伝学を融合することで、

大腸菌の生育に必須のシャペロンであるシャペロニン GroEL の細胞内での基質タンパク質を同

定した（Fujiwara et al, EMBO J. 2010）。 

 
２．研究の目的 

このように、私たちは新生鎖のフォールディング研究に新しいアプローチを提供し、世界をリー

ドしている。そこで、本研究では、大腸菌での大規模なフォールディング研究をさらに発展しつ

つ、真核生物の翻訳の再構成系をいち早く取り入れて、新生鎖のフォールディング研究を包括的

に展開することを目的とする。これらにより、新生鎖フォールディングやシャペロンの研究が進

展する。 

 具体的には以下の３項目を軸に研究を進める。 

① （田口）PURE システムを用いた新生鎖フォールディング研究：これまで行ってきた大規模な

フォールディング研究は大腸菌のタンパク質であったが、真核生物のタンパク質でどのよう

な差異があるのか調べるために出芽酵母 500 種類以上のタンパク質のフォールディングを

調べる。また、大腸菌 PURE システムでの可溶性解析では実際にフォールディングしたのか

フォールディングせずに変性したままで可溶なのかが区別付かないという問題があった。そ

こでこの問題点をプロテアーゼ添加実験などで克服する。 

② （田口）PURE システムを用いた翻訳アレストの普遍性・分子機構の解明：伊藤維昭らが発見

 
図 1 



した翻訳の一時停止（翻訳アレスト）はタンパク質というものはリボソームから同じリズム

で淡々と合成されるというイメージを完全に覆した。その一方で、翻訳アレストの普遍性、

分子機構、さらにはフォールディングとの関連はよくわかっていない。私たちが行った PURE

システムと大腸菌の全 ORF での解析は翻訳アレストを同定するのにも最適な実験系である

ので、翻訳アレストを網羅的に解析することで普遍性を調べ、分子機構やフォールディング

との関連にも迫る。 

③ （今高、富田）真核生物の再構築型無細胞翻訳系（真核 PURE システム）：今高、富田-竹内

らによって部分的に成功している真核生物の再構築型無細胞翻訳系（出芽酵母系・富田-竹

内、哺乳動物細胞系・今高）を完成させる。この技術の完成により、これまで大腸菌で行っ

てきたフォールディングの大規模解析の真核生物への拡張や真核生物の新生鎖による mRNA

品質管理の機構解明など、新生鎖が関わる本領域の幅広い研究に大きく貢献する。 

 
３．研究の方法 

① （田口）出芽酵母の遺伝子ライブラリーを元にして PURE システムで翻訳時に可溶性にな

るかどうか調べる。また、多くのタンパク質では、フォールディングが完了すると限定的

な量のプロテアーゼに対して耐性があることが知られている。そこで PURE システムで数

百種類のタンパク質を合成する際にプロテアーゼを入れてフォールディングしたかどう

か実験する。 

② （田口）翻訳伸長の一時停止解析は、対象遺伝子を PURE システムで翻訳、もしくは、大

腸菌内で発現させたあとに電気泳動で翻訳中間体（ペプチジル tRNA）を解析することで

行う。 

③ （今高、富田）。今高によって開発されたヒト PURE システムをほぼ確立しており、さらに

翻訳開始の再構成まで行い、さまざまな翻訳現象の分子機構解明、フォールディング解析

を行う。富田（竹内）は出芽酵母の PURE システム（酵母 PURE システム）の完成を目指

す。 

 
４．研究成果 

① （田口）１）翻訳に共役したタンパク質フォールディングを大腸菌の再構築型無細胞翻訳

系とプロテアーゼを用いて行う系を確立し、100 種類弱のタンパク質のフォールディング

を解析した（Niwa T et al Protein Sci 2019）。２）出芽酵母の 500 種類程度のタンパ

ク質の翻訳に共役したフォールディングを解析した（今高との共同研究：Uemura E et al 

Sci Rep 2018）。３）新生鎖はまず変性状態からできてくる。天然変性タンパク質をモデ

ルとして変性状態のタンパク質の動態を高速原子間力顕微鏡で観察した（Konno H et al 

PNAS 2020）。 

② （田口）翻訳動態研究：千葉志信・伊藤維昭らとの共同研究にて、大腸菌の1000 種類以

上の遺伝子の翻訳時にどのくらいの頻度で翻訳伸長の一時停止が起こるかを調べた。そ

の結果、80%以上の遺伝子で、翻訳途上産物の蓄積が１回あるいは複数回起こっているこ

とを見出し、翻訳の一時停止はこれまで考えられた以上に普遍的な生命現象であること

を明らかとした（Chadani et al PNAS 2016）。大腸菌において、負電荷アミノ酸の連続配

列や、負電荷アミノ酸とプロリンとの混合配列の翻訳時に、合成されてきた新生鎖がリボ

ソ ー ム を 不 安 定 化 し て 翻 訳 を 途 中 で 終 了 す る 現 象 （ Intrinsic Ribosome 

Destabilization: IRD）を発見し、その生理的な意義についても知見を得た（Chadani et 

al Mol Cell 2017）。 

③ （今高）翻訳開始を含めてヒト因子由来の再構成型翻訳系を完成させた。この系を使うこ

とでウイルスにおける非典型的な翻訳現象（HCV IRESによる翻訳開始現象）や翻訳阻害

剤 Rocaglamide の分子機構を解明に貢献した（Yokoyama T et al Mol Cell 2019, Iwasaki 

S. Mol Cell 2019）。（富田）出芽酵母由来の再構築型翻訳系を完成させて、論文発表を行

った（Abe T et al J Biochem 2020a)。さらに、完成した再構築型翻訳系を使って、翻訳

伸長因子 eIF5などの機能解析を行った（Abe T et al J Biochem 2020b）。 
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 ４．巻
Okuda M, Niwa T, Taguchi H 290
 １．著者名



〔学会発表〕　計78件（うち招待講演　28件／うち国際学会　45件）

2019年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

EMBO Workshop on Protein quality control: From mechanisms to disease, Mallorca, Spain（招待講演）（国際学会）

International Symposium on Proteins: From the Cradle to the Grave, Enryakuji（招待講演）（国際学会）

Conference on Conformational Transitions in Proteins, Venice, Italy（招待講演）（国際学会）

International Symposium on Protein Quality Control, Nara（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hideki Taguchi

Hideki Taguchi

Hideki Taguchi

Hideki Taguchi

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Nascent chain-induced ribosome dynamics regulation

Nascent chain-induced ribosome dynamics regulation

Conversion of a chaperonin GroEL-dependent substrate protein into GroEL-independent folders

Intrinsic ribosome destabilization underlies translation and provides an organism with a strategy of environmental sensing



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第17回日本蛋白質科学会年会

第69回日本細胞生物学会大会

第17回日本蛋白質科学会年会

第17回日本蛋白質科学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

茶谷 悠平、丹羽 達也、和泉 貴士、菅田 信幸、長尾 翌手可、鈴木 勉、千葉 志信、伊藤 維昭、田口 英樹

藤田 智也、岩崎 信太朗、茶谷 悠平、丹羽 達也、田口 英樹

山崎 裕太、丹羽 達也、田口 英樹

菅田 信幸、茶谷 悠平、田口 英樹

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

翻訳一時停止の網羅解析より見出された、新生ポリペプチド鎖によるリボソーム開裂現象とその生理学的意義

リボソームプロファイリングを用いた新生鎖依存的な翻訳一時停止配列の解析

定量プロテオミクスを用いた酵母 Hsp70 シャペロンの役割分担の解明

新生ポリペプチド鎖に依存したリボソーム開裂現象の生理的意義の解析

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第17回日本蛋白質科学会年会

第19回日本RNA学会年会

2017年度生命科学系学会合同年次大会

2017年度生命科学系学会合同年次大会

古清水 智夏、茶谷 悠平、丹羽 達也、田口 英樹

三輪 つくみ、茶谷 悠平、田口 英樹

古野間 すずな、茶谷 悠平、田口 英樹

荒井 睦海、丹羽 達也、田口 英樹

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

upstream ORFでの翻訳動態を介した多剤排出トランスポーターMdtMの発現制御機構

水素-重水素交換質量分析法を用いたシャペロニン基質タンパク質のフォールディング解析

膜タンパク質シャペロン YidC の細胞内基質の探索

バクテリアにおける uORF 翻訳を介した凝集体蓄積の感知機構の解析

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2017年度生命科学系学会合同年次大会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第17回日本蛋白質科学会年会

第19回日本RNA学会年会

細胞を創る研究会 10.0

田口 英樹

平山千尋、奥村正樹、町田幸大、今高寛晃、稲葉謙次

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

新生鎖が拡張する蛋白質科学の世界

PDIとERp46によるヒト血清アルブミン新生鎖へのジスルフィド結合導入機構の解明

ポリアミンで誘導される+1翻訳フレームシフトの新規分子機構

人工細胞を用いた神経変性疾患の解析

 １．発表者名

 １．発表者名

小黒明広、重田友明、岩本武夫、今高寛晃、松藤千弥

町田幸大、神澤空流、山本悠貴、井寄真仁、岡留壮志、今高寛晃



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１2回無細胞生命科学研究会

町田幸大、神澤空流、山本悠貴、井寄真仁、今高寛晃

山本悠貴、宇野友貴、町田幸大、今高寛晃

町田幸大、神澤空流、井寄真仁、岡留壮志、山本悠貴、今高寛晃

山本悠貴、宇野友貴、町田幸大、今高寛晃

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１2回無細胞生命科学研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

再構成型ヒト細胞を利用したハンチンチン凝集解析システムの開発

ウイルス由来新生鎖を切断する3Cプロテアーゼの機能解析

再構成型細胞様GUVを利用したポリグルタミンタンパク質の凝集と凝集抑制の解析

ウイルス由来新生鎖を切断する3Cプロテアーゼの機能解析

第40回日本分子生物学会年会

第40回日本分子生物学会年会



2017年

2017年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2017年度生命科学系学会合同年次大会（招待講演）

第１2回無細胞生命科学研究会

Cold Spring Harbor Laboratory Meeting "Protein Homeostasis in Health & Disease"（招待講演）（国際学会）

第16回日本蛋白質科学会年会（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hideki Taguchi

田口　英樹

富田野乃

富田野乃

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Integrated in vivo and in vitro nascent chain profiling reveals widespread translational pausing

新生鎖の運命を司るシャペロンとプロテアーゼの分子機構解析

再構成型酵母翻訳系の開発とその応用

再構成型酵母翻訳系の開発とその応用

 １．発表者名

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

第16回日本蛋白質科学会年会（国際学会）

RNA2016 satellite-symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名
新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

丹羽　達也

田口　英樹

Yuhei Chadani

Hideki Taguchi

EMBO Conference Ribosome Structure and Function 2016（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

プロリン連続配列による翻訳伸長の減速が細胞内フォールディングに与える影響

Integrated in vivo and in vitro nascent chain profiling reveals widespread translational pausing

Integrated in vivo and in vitro Nascent Chain Profiling Reveals Widespread Translational Pausing

Mechanism of nascent-chain quality control using a reconstituted cell-free translation system of Escherichia coli

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

第14回 酵母国際会議（The 14th  International  Congress  on  Yeasts; ICY14）（招待講演）（国際学会）

Niwa Tatsuya

Yuhei Chadani

田口　英樹

田口　英樹

第4回 Ribosome Meeting（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Global analysis of yeast protein aggregation using a reconstituted cell-free translation system

Integrated in vivo and in vitro nascent chain profiling reveals widespread translational pausing

Global analysis of yeast protein aggregations using a reconstituted cell-free translation system.

分子シャペロン研究から「新生鎖の生物学」へ

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回無細胞生命科学研究会

第11回無細胞生命科学研究会

The Third International Symposium on Protein Folding and Dynamics（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

茶谷　悠平

Hideki Taguchi

田口　英樹

丹羽　達也

第89回日本生化学会大会（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

網羅解析より見出された翻訳アレストの普遍性とその生理学的意義

Conversion of a chaperonin GroEL-independent protein into an obligate substrate, and vice versa

翻訳一時停止の大規模解析を基盤とした新生鎖フォールディング解析

プロリン連続配列による翻訳伸長の減速がタンパク質フォールディングに与える影響

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IPR Seminar/RIKEN Symposium/MEXT Nascent Chain Biology "New Frontiers in Protein Misfolding and Aggregation"（招待講演）（国
際学会）

Hideki Taguchi

Nono Takeuchi-Tomita

Taisho Abe

Riku Nagai

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Bidirectional conversion of chaperonin dependency in the obligate chaperonin substrates

Elongation phase of translation in yeast

Reconstitution of translation from yeast

Stm1 stalls 80S ribosomes by trapping eEF2 independent of its diphthamide modification.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第89回日本生化学会大会（国際学会）

The 21st annual meeting of the RNA society

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

富田（竹内）野乃

Shigeta T, Machida K and Imataka H

Imataka H, Machida K and Shigeta T

Shigeta T, Machida K, Kanzawa K, Hoshino M and Imataka H

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

酵母由来再構成型翻訳システムの開発とその応用

A 5’ and 3’ends-dependent translation system reconstituted with human factors

A Translation System Reconstituted with Purified Human Factors for the Study of Nascent Chains

Stimulation of translation by PABP unraveled by a reconstitution system

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Translational Control CSH meeting（国際学会）

第８９回日本生化学会大会（国際学会）

第６８回 日本生物工学会大会

 ３．学会等名

町田幸大、重田友明、今高寛晃

町田幸大、重田友明、今高寛晃

Machida K, Shigeta T, Kobayashi A, Masumoto A, Hidaka Y and Imataka H

Shigeta T,  Kanzawa K, Machida K and Imataka H

新生鎖の生物学　国際シンポジウム Nascent Chain Biology（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ヒト因子由来再構成型翻訳システムの開発とその応用

ヒト因子由来再構成型タンパク質合成系の開発と応用

Cell-free analysis of polyglutamine-dependent protein aggregation and its inhibition by molecular chaperones

Reconstitution of eIF4E/eIF4G/PABP-dependent translation with purified human factors

 １．発表者名

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第３９回　日本分子生物学会年会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１１回無細胞生命科学研究会

町田幸大, 重田友明,小林綾乃,桝本愛,日高優奈,今高寛晃

重田友明, 町田幸大, 神澤空流, 星野睦人, 今高寛晃

町田幸大, 重田友明,小林綾乃,桝本愛,日高優奈,今高寛晃

重田友明, 町田幸大, 神澤空流, 星野睦人, 今高寛晃

第１１回無細胞生命科学研究会

第３９回　日本分子生物学会年会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

セルフリータンパク質合成システムを利用したpolyQ凝集の解析とヒト分子シャペロンによる凝集抑制

ヒト翻訳系の試験管内再構成で浮かび上がったPABPの新たな役割

セルフリータンパク質合成システムを利用したpolyQ凝集の解析と分子シャペロンによる凝集抑制

ポリA鎖結合タンパク質を介した翻訳制御の試験管内再構成

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2015年

2015年

2015年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第２回デザイン生命工学研究会

EMBO Conference "Molecular chaperones: From molecules to cells and misfolding diseases"（招待講演）（国際学会）

第15回日本蛋白質科学会年会（招待講演）（国際学会）

町田幸大、神澤空流、今高寛晃

Hideki Taguchi

田口　英樹

Hideki Taguchi

BMB2015（第38回日本分子生物学会年会　第88回日本生化学会大会　合同大会）（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

人工細胞を利用した神経変性疾患の病態モデル

Hideki TaguchiA global analysis of proteome stability

新生鎖フォールディングの運命とシャペロンの分子機構

Global analysis of yeast protein aggregation using a reconstituted cell-free translation system

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2015年

2016年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会２０１６年大会シンポジウム（招待講演）（国際学会）

第17回日本ＲＮＡ学会年会（国際学会）

第17回日本ＲＮＡ学会年会（国際学会）

 ３．学会等名

重田 友明

町田 幸大

Hiroaki Imataka

町田 幸大

Protein & Peptide Conference 2015（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

翻訳開始を含むヒト因子由来再構成型翻訳システムの樹立：RNAウイルス合成に向けて

再構成型翻訳・フォールデイングシステムの樹立：人工ヒト細胞構築に向けて

A New Experimental Tool: Translation System Reconstituted with Purified Human Factors

試験管内ウイルス合成

 １．発表者名

 １．発表者名



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第６７回日本生物工学会大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１０回無細胞生命科学研究会

重田 友明

町田 幸大

重田 友明

町田 幸大

第１０回無細胞生命科学研究会

第６７回日本生物工学会大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

翻訳開始因子を含むヒト因子由来完全再構成型翻訳系の樹立

ヒトの再構成型タンパク質合成/フォールディング共役系を内在したヒト人工細胞の創出

ヒト因子由来再構成型翻訳系の樹立

人工ヒト細胞の創出に向けて

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

細胞を創る研究会８．０

細胞を創る研究会８．０

第３８回　日本分子生物学会年会（国際学会）

重田 友明
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